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第19回江北町こどもまつりの様子（詳細については、4、5ページをご覧ください）

　7月23日(水)に肉工
房（代表：岩井幸一）さ
んより、佐賀牛ハンバ
ーグの寄付をいただき
ました。代表の岩井さ
んは、以前江北町にも
住まわれていたことから

「江北町の子どもたちの為に何か貢献したく、売り上
げ一部を活用し地域貢献を行っていきたい」と言われ
ておりました。
　今回は、江北町の子ども達の為に寄付をいただきま
して誠にありがとうございました。寄付していただい
た佐賀牛ハンバーグは7月27日(日)に開催された子ど
もまつりにて使わせていただきました。
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各地区の小地域ふれあいサロンを紹介します

小地域ふれあいサロン推進事業実施地区一覧小地域ふれあいサロン推進事業実施地区一覧小地域ふれあいサロン推進事業実施地区一覧

各地区のサロンの様子各地区のサロンの様子各地区のサロンの様子

地区 内容
① 西分 歌や手品、体操にレクレーションなどを実施し、地区の活性化をします。
② 上区 レクレーションなどを実施し、地域の人たちが笑顔になるようにします。
③ 大西 ゲームや体操、ものづくりを実施し、仲間づくりを行います。

④ 新宿 レクレーションや体操、旅行などを実施し、区民の親睦と健康増進を行います。
⑤ 馬場 体操や講話、食事会などを実施し、親睦と生活全般に関わる知識の向上をします。
⑥ 平山 レクリエーションや七夕飾りを行い、子どもと高齢者の交流を図ります。
⑦ 下惣 歌や体操、レクリエーションにクリスマス会を実施し、地域の世代間交流をします。
⑧ 東区 レクリエーションや講話、体操を行い、健康維持と地域とのつながりを強くします。
⑨ 岳 ものづくりや地区文化財の保護をし、世代間の交流と継承をしていく。
⑩ 八町中南 グランドゴルフを行った後、地区住民と集まり、仲間づくりや地域交流を行います。
⑪ 上惣 ゲームやものづくり、音楽や食事会を実施し、高齢者の生きがいづくりを行います。
⑫ 東分 体操や七夕飾り、レクレーションなどを実施し、健康増進を行います。
⑬ 鹿ノ口 体操やゲームなどを行い、健康づくりと地域内のコミュニケーション場を作ります。
⑭ 下分 植栽活動や世代間交流（七夕まつりなど）を行い、地域交流の場を作ります。
⑮ 白木 レクリエーションやものづくりなどを実施し、地域づくりを行います。
⑯ 石原 講話やクリスマス会などを実施し、心豊かな地域づくりを行います。
⑰ 観音下 講話や歌、レクレーションなどを実施し、健康づくりを行います。
⑱ 八町北 レクリエーションや講話などを実施し、地域住民のふれあいの場を作ります。
⑲ 宿 高齢者の孤立防止と健康づくりをレクレーション等を行い人間関係を作ります。
⑳ 江口・正徳 講話や誕生日会、ゲームなどを実施し、地域住民の親睦を図ります。
㉑ 新町 体操やペン、習字講習などを行い、健康増進、体力維持を図ります。
㉒ 土元 レクリエーション、世代間交流（七夕飾り）を実施し、地域の絆を深めていきます。

　今年も各地区高齢者を対象としたふれあいサロン活動が開催されています。	 	 	 	
　この活動は、地域住民が自主的に集い、お互い助け合うことで、心身共に健康で、生きがいのある自立
した生活を目指すと共に、地域サロンを通じて地域の方々が安心して暮らせることを目的としています。
　令和7年度は、22地区での活動を実施していますので、興味があられる方は参加してみてはいかかで
しょうか。
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　令和7年7月14日（月）に、江北町老人福祉
センターにて江北町の各ボランティア団体を対
象に福祉のまちづくり講演会を実施しました。
　今年も江北町ボランティア連絡協議会の会
員52名が参加され講演会を行いました。
　この講演会は江北町のボランティア団体が
連携を図り、会員の資質向上と能率的な運営、
将来的な課題等に取り組むことを目的に毎年
開催しています。
　当日は、江北町ボランティア連絡協議会の総
会後に、オープニングとして江北町食生活改善
推進協議会によるエプロンシアターを実施しま
した。
　エプロンシアターとは江北町食生活改善推進協議会が町内の各園に出向き、子ども達の野菜嫌いをな
くすため、子ども達が普段なかなか食べない野菜を使った食育劇を行っています。また、体の仕組み・消
化・うんちについての説明をしました。参加者は笑顔が絶えず、楽しく観覧しました。
　その後、講演会としてヤングケアラーについての学びを深めました。講演会は佐賀県子ども家庭課ヤン
グケアラー支援推進事業コーディネーターの川原由香里氏を講師に招き実施しました。

　内容としては、「ヤングケアラーとは何か」、「なぜ
ヤングケアラー支援が必要なのか」、「地域における
支援とは」の3つを軸に講演を行いました。
　講演会の中で、川原氏は、「地域における支援とし
て家族・学校以外で話せる大人との接点を作り、身近
で繋がりやすい環境を作って欲しい」と言われており
ました。
　今回は、ヤングケアラー支援の講演を受けて、実情
をしっかり把握し、悩んでいる子ども達を支えること
ができるように今後の取り組みを考えていくいい機
会となりました。

福祉のまちづくり講演会を実施しました
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夏だ！祭りだ！みんなであそぼ！
第19回 江北町子どもまつりを開催しました

　第19回江北町子どもまつりを7月27日(日)、江北町老人福祉センターで開催しました。
　当日のイベントは猛暑の中、浴衣姿の子どもや家族連れで約870名ほど来場されました。
　イベントは、はじめに田口英男実行委員長より、「今日も暑いですが、みんなが楽しみにしていた子ど
もまつりです。いろんな催し物を企画していますので楽しんでください。」と挨拶が行われました。
　メイン会場ではよしのがり牟田さんと藤木杏奈さんの司会により、江北町の保育園児や各団体による
ステージ発表が行われました。後半には佐賀バルーナーズの角田選手とバルたんが出演し、ミニフリース
ロー対決や太鼓の達人eスポーツ大会、お楽しみ抽選会で一緒に楽しみました。
　ミニフリースロー対決では、角田選手がシュートした際に会場から歓声が溢れ、普段シュートしている
ゴールとは違ったのですが、ほとんどのシュートが入っており、改めてプロの凄さを感じました。
　他の会場では、ものづくり体験コーナーや駄菓子の販売・お菓子の無料配布、屋外では、ジュースやフ
ランクフルト、かき氷の販売、ヨーヨーつりやスーパーボールすくいがありました。
　イベントの最後には、角田選手より「このようなイベントに参加させていただいて楽しかったです。来
シーズンは更に上を目指して頑張りたいと思います。皆さんも応援よろしくお願いします。」と挨拶が行
われました。来場者からは「こういったイベントは来年もぜひ続けてほしい。」や「角田選手やバルたんを
近くで見れて嬉しかった。」などの声を聞くことができ、大変大盛況の中、お祭りを行うことが出来まし
た。また今回、協力して頂いたスタッフの方には、朝早くから、また猛暑の中にもかかわらず、ご協力して
いただきまして誠にありがとうございました。

田口英男実行委員長の挨拶

江北中学校音楽部（合唱）

司会者のよしのがり牟田さん、藤木杏奈さん

ちゅりっぷのうた（勇気100％）

山田恭輔社協会長の挨拶

幼児教育センター（ビッキー音頭）
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ひとのねこども園（ダンス）

ものづくり体験コーナー

永林寺保育園
（エビカニクス音頭・みぎかたあがり音頭）

太鼓の達人子どもeスポーツ大会

ミニフリースロー対決

屋　　台

江北ひかりこども園
（マスカット・くわがた音頭）

佐賀バルーナーズの角田選手、バルたんへ花束贈呈
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子育て支援グループ「ちょうちょ」と共同で
夏休み子どもサロンを開催しました

　令和7年度の夏休み子どもサロンを子育て
支援グループ「ちょうちょ」と共同で開催しま
した。
　子どもサロンは夏休みを利用し、第1回目を
7月24日(木)、第2回目を7月29日(火)、第3
回目を8月7日(木)、第4回目を8月21日(木)
の合計４回開催しました。
　第１回目の開講式では、江北町社会福祉協
議会の大串事務局長より、「夏休みの貴重な
体験をみんなで元気よく過ごしてください。子
どもサロンは４回行います。その中で新しい
友達や上級生や下級生とも仲良くなって夏休みの楽しい思い出を作ってください。」と挨拶されました。
　開催した4日間は、子ども達の笑顔で溢れ、有意義なサロンの開催となりました。

<内容>
①開校式　②宿題　③人形劇　④砂絵の作製

<内容>
バス旅行（みずほPayPayドーム福岡・福岡タワー）

第1回夏休み子どもサロン第1回夏休み子どもサロン第1回夏休み子どもサロン

第2回夏休み子どもサロン第2回夏休み子どもサロン第2回夏休み子どもサロン
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　今回も夏休み子どもサロンは大変暑い中での開催となりましたが、参加している子ども達の休みは少な
く、毎回ほぼ定員通りの参加者で楽しく元気に過ごしていました。
　子育て支援グループ「ちょうちょ」の岸川恵利子代表は、閉校式で「今日で夏休み子どもサロンは終わ
りになります。この子どもサロンで得た貴重な体験を今後の学校生活や普段の生活にもいかして、元気に
新学期も過ごしてください。」と挨拶され、夏休み子どもサロンは無事終了しました。
　サロン中は、楽しそうな笑顔で溢れ、夏休みという貴重な時間で普段体験出来ないことを経験すること
で夏休みのいい思い出づくりが出来ました。
　この経験を普段の学校生活に活かしてほしいと思います。

<内容>
①手話教室　②エコ紙芝居　③ハッカ油、保冷剤で虫よけ作り

<内容>
①貯金箱作り　②レクレーション　③お楽しみ会　④閉校式

第3回夏休み子どもサロン第3回夏休み子どもサロン第3回夏休み子どもサロン

第4回夏休み子どもサロン第4回夏休み子どもサロン第4回夏休み子どもサロン

日本赤十字社　会費のお礼
　日本赤十字社江北町分区では、令和7年5月より町民の皆さまに「日赤会費」のお願いいたしました
が、町民の皆さまからの会費（普通会費）及び、下記の方から個人会費をお預かりしました。お預かりし
た会費は日本赤十字社佐賀県支部へ送金させて頂きました。ありがとうございました。

＜普通会費＞　　1,623,000円（１世帯600円 ⊗2,705世帯）
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と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
　
江
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
　
山
田
　
恭
輔

　
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
（
香
典
返
し
等
）
の
公
表
に
つ
い
て
、
江
北

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ご
寄
付
を
い
た
だ
く
際
に
ご
寄
付
さ
れ

る
方
に
、
公
表
し
て
よ
い
か
の
ご
意
思
を
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
7
年
5
月
12
日
～
令
和
7
年
8
月
21
日
　
受
付
分
）

香
典
返
し
ご
寄
付

高
額
寄
付
者

〇
石
原
区
　
古
賀
　
達
彦
　
様

　
　
十
万
円
（
亡
父
　
和
彦
　
様
の
香
典
返
し
）

生活に困っている方へ食料品の配布を行っています ～江北町生活応援事業～

　江北町社会福祉協議会では、物価高騰等の影響などで生活に困っている町民の方へ食料品の配布を行っ
ています。
　まずは、江北町社会福祉協議会（☎86-4317）までご連絡ください。		 	 	 	
1.利用時間……8時30分から17時まで（平日のみ）	 	 	 	 	 	
　　　　　　　※土日祝日の受付・配布及び時間外の対応は致しません。
2.受取場所……江北町老人福祉センター（江北町社会福祉協議会）	 	 	 	 	 	
　　　　　　　（江北町大字山口2637番地7）	 	 	 	 	 	
3.対　　象……生活困窮している江北町の住民　（例）失業中など	 	 	 	 	 	
　　　　　　　※電話にて問い合わせください。	 	 	 	 	
4.申込方法……江北町社会福祉協議会までお越しください。	 	 	 	 	 	
　　　　　　　お越しの際に、受付票の記入をお願いします。	 	 	 	 	 	
5.内　　容……お米、カップ麺、飲料水、お菓子、レトルト食品など

※写真は参考になります。
　必ずしも写真の食品を 
   お渡しすることはできません。


